



























ですが，通常は 6 人です。この他に補充裁判員つまり交代要員が 2～3 人います。裁

















員 6人おりますので，合計 9人の過半数は 5以上ということですが，例えば裁判員 5人
が有罪を主張し，無罪意見は裁判官 3 人と残りの裁判員 1 人ということになった場合，


































































































日本と同様に判断に関わっています。ジョン ＝ ガスティル／ベリー ＝ ディース／フィ
リップ・J・ワイザー／シンディ ＝ シモンズ（佐伯昌彦／森大輔／笹倉香奈訳）『市民の司




























































ですが，裁判員制度が始まった当初は 53.1％でした。昨年 9月末のデータでは 65％に
なっていますから，10％くらい辞退率が上がっていることになります。裁判所に最終
的に候補者として呼ばれて裁判所に行く人，選任手続に出席する人の比率は，平均す







































































































として行っているものですが，3 か月に 1 回，これまでに 13 回になります。校舎内の
教室を借りて，裁判員を経験した人等を交えて自由参加で意見交換をしています。次

























判員制度 7 年経過の検証』（成文堂，2017 年）92 頁以下）。彼女の言葉を使いますと「情緒
を耕す」，つまり被告人がいろいろな体験をしたり本を読んだりすることで，人間らし
い感情を取り戻してもらいます。それが充分でないために感情が被害者に向かってし
まう。これまで恵まれて来なかった被告人が人間性を取り戻す機会を提供するのが大
事なのではないかという問題提起です。また，元受刑者の方がNPO法人マザーハウ
スという団体を起ち上げて，出所者支援などの活動をしておられますが，やはり単発
的な取り組みといわざるを得ません。更に，被害者の方と接する機会も，講演会の時
くらいしかないのではないでしょうか。
　このように，裁判員制度が始まって，まだまだ課題は多いのですけれども，市民が
裁判に関わることによって，そもそも公正な裁判とはどういうものなのか，我々が例
特集　専修大学法学研究所設立50周年記念公開シンポジウム　対話する国家・社会へ 　123　
えば「懲役何年」とかいう量刑を判断することにどういう意味があるのか，刑務所に
入って刑を受けても本当に更生してくれるんだろうか，何年入っていれば更生出来る
んだろうか，といったことを考える機会を提供することになっています。量刑のこと
などについていいますと，本当に科学的な研究は無いのだと思います。裁判官もいわ
ば慣例として「これだけの罪を犯した場合には大体，懲役何年が相当だ」と判断しま
すけれども，それに何か科学的根拠があるかというと疑問です。それに薬物犯罪につ
いては，刑務所に入れるよりはむしろ病院に入ってもらった方が本人の更生に繋がる
でしょう。そういった取組みもあるということで，社会として犯罪によって生じた社
会の傷をどう修復していくのかということは，従来の裁判官などプロの人よりも一般
の人が裁判員として関わることによって改めて社会問題として捉え直していく契機に
なっているのではないでしょうか。― ちょっと楽観的かもしれませんが，私はその
ように考えています。裁判というのは根本的に「対話」の場ではないので，実際の裁
判員裁判では，私が言っているような対話は難しいのは事実です。裁判におけるそう
した限界を踏まえながら，折角導入した裁判員制度ですので，その制度を社会的に活
かしていく，そのこと自体も広い意味での対話ということになるでしょう。このよう
に，裁判員制度を前向きに捉えていったらどうか，と私は考えております。
　以前，稀なケースですが，実際に裁判官に来てもらったシンポジウムがありました。
その時に裁判官の方が次のように言っておられました。「裁判員制度の趣旨がどこに
あるのか」ということについて，「これまでの裁判のあり方を振り返り，本来，法律が
予定していた法廷での審理を中心に，その事件に関わった人々の話を聞いて判断する，
というあるべき姿に戻る機会を与えられた。ここに裁判員制度の意義があるんじゃな
いか。結果よりもこうした裁判の進め方，過程（プロセス）が重要なのだということを，
裁判員制度が気付かせてくれた」と。これは青森で開かれたシンポジウムだったので
すが，この時話された方は，後に司法研修所教官をしておられます。こういういわば
司法エリートの方も，実際に裁判員裁判を体験されて，裁判官の感想として，このよ
うなことを語られた。つまり裁判員制度によって裁判官自身も変わる可能性がある，
ということです。
　以上で私の報告を終わります。ご清聴有難うございました。（拍手）
